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⽯川県加賀市

１

○⽯川県内海岸沿いで最南端の市で、⼭代温泉・⼭中温泉・
⽚⼭津温泉を有する「加賀温泉郷」として知られる全国屈指
の温泉地

○⼈⼝６７，５７１⼈（平成３０年４⽉１⽇現在）
（５年で約４，０００⼈減少）

平成29年度から市内全⼩中学校でプログラミング教育を実施

ICT/IoTを活⽤できる⼈材育成



地域ＩＣＴクラブの⽬的・役割

２

・本格的なＩｏＴ、ＡＩ時代の到来に備え、テクノロジーの
進化にも対応できる、未来を担う⼈材の育成のため



加賀市

スマート加賀
IoT推進協議会

スマートインクルー
ジョン推進機構

インテトラス

EdelWorks
みんなの
コード

テクノアルタ
エンジン

３

加賀市地域ICTクラブ推進協議会
タビト學舎発達障害者⽀援

センターパース

実 施 会 場 OJT講師 児 童 ⽣ 徒 サポーター メンター 合 計

イノベーションセンター EdelWorks １３名 １１名 ７名 ３１名

⽚⼭津地区会館 テクノアルタエンジン １１名 ７名 ２名 ２０名

⼭中児童センター インテトラス １０名 ２名 ０名 １２名

合 計 ３４名 ２０名 ９名 ６３名



地域ＩＣＴクラブの⽴上げ

４

・⼈材不⾜問題（運営者・メンター）

・セキュリティ問題

・通信環境問題

ヒト

モノ

場所



メンターの確保・育成

５

・メンターに求められる素質・経験等

・メンターの確保、育成のポイント

→⼦どもたちと⼀緒にプログラミングが動いた時の笑顔・感動体験
を共有できるヒト 難しい知識は必要なし

→⼦どもたちと⼀緒に学んでいく姿勢
教えるのではなく⼦どもたちの発想を肯定し、⼀緒に考える



障害児者参加推奨クラブ
イノベーションセンター

６

・発達障害児対象にプログラミング教室を開催していた実績のある
講師（協議会メンバーEdelWorks）の配置

・障害児者サポーターとして発達障害者⽀援センターパースの
職員を配置



相互理解の促進

７

障害や障害児者への知識
や経験が少ないため

理由不安

プログラミング教育への
知識や経験が少ないため

受け⼊れ側

参加者（保護者含め）



講座運営のポイント

８

１ページの情報量をできる限り少なく



９

レイアウト

最初 最後



１０

⼿元にスクリーンに映し出される資料を配布

ページ番号で現在の進⾏状況を伝える！

プロジェクター・スクリーンを使⽤



１１

⼀⼈ひとりに合わせた柔軟な対応

本⼈のやり⽅を尊重

・⾃⼰主張が苦⼿な⼦
→くだらない質問等で質問しやすい雰囲気づくり

・⽂字に起こすのが苦⼿な⼦
→苦⼿なら無理に⽂字に起こさせない

・集中しすぎてしまう⼦
→こまめに休憩を促す



地域ＩＣＴクラブの継続可能な運営のあり⽅

１２

・⾃⽴的な継続活動を実現する運営体制等

→ヒトの確保

→資⾦の確保

→参加者の理解（保護者含め）



ご清聴ありがとうございました。

加賀市地域ＩＣＴクラブ推進協議会

加賀市のキャラクター
『かも丸くん』


